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C－77 福岡県における制服に関する調査（第一報）- 保護者の意見

中村学園短大　 ○石橋葉子　 柿添みゆき　福女大家政　 木村和子

目的　 今日の社会は 個性の尊重に合せ て、 マスコ ミュニ ケーション の発達 忙I  り

街には多 種多様々衣服が氾 濫しているＯ　この よう々社会の変化の中に 軸いて従来の

制服が保護者や学生自身にどの ように受け とめられているのかその実態を把 握しこ

れか らの衣生活における 制服の あり方を求めるために調査したので報告するＯ

方法　 調査紙は 福岡県 下の幼稚園、小学 校、 中学校、高校、短大、大学 に約3800

部を配布した。 幼稚園、 小学校は園児、 児童の保護者に又中学校、 高校、 短大、大

学は学生自身とそ の保護者に意見を求めたo   時 期は昭和49 年 ４月～５月の間に行た

っ た。質問内容は 制服に対する嗜好、 イメージ、現 在の 制服に対する満足 度々 どで

保護者に対しては各 自のすべての子供（学生）について解答する様に依頼した。整

理には九州大学大 型計算機 セン タ- フアコム330 - 60を使用し、1- 保護者の意見

２学生の意見　 ３･親子の意見に分け て整理 したＯ 回収率は約80 価であっ たＯ

結果　 幼稚園、 中学、高校の調査対象者はほ とん どが 制服のある学校に通学し て

い る学生の保 護者であっ たがその中で制服を希望する者は幼稚園では89 価、中学校

88 価、高校92 価であっ た。小学校、短大、大学 では制服○ある学校の学生の保護 者

のうち90 価、76    価、4.2   %は制服を好み、 制服のit い学校の学生の保 護者は43 % 、50

侈、25  価と前者に 較べて低い 希望 であっ たＯ 幼 稚園、高校の制服に対する嗜好にお

い て地域差、公･私立の差、 男･女の差は殆 どみ られなかっ たが小学生、 中学生、 短大
生、 大学生に蕃い ては都市部には制服を好-i 座いものが多い 傾向 であっ た。

C －78 福岡県(C  おけ る 制服に関す る調査 （第二 報）- 学 生の 意見

中村学 園短大　 ○石橋葉子　 柿添 みゆき　 福女 大家政　 木村和子

第 一 報 に 引 続 き学 生 の意 見 に つ い て 報 告 す る

方 法　 調 査 紙は 中学 校、 高校 、 短 大、 大 学 に 約1700 部 を 配布 し た。 回 収 率は 約80

価で あ る。 時 期、 方 法、 整 理 は 第 一 報 と 同 じ で あ るＯ

結 果　 中学 生 で 制 服を 希 望 し て い る 者は65   価であ や、 高 校 生 では84  価で あっ たＯ

こ れを 保 護 者 の 意 見 と 較 べる と中 学 生 で23   % 、 高 校生 で8    価低 く 痙っ てい るＯ 短大、

大 学 の 制 服 のあ る 学 校 の学 生 で 制 服 を 希望 し て い る もの は 短 大 生 で44    %、 大 学 生 で

39  価で あ や、 何 れ も保 護 者０ 意 見 よ! ）38 価、ユ3   4 と少 々 い。 制 服 の ない 学 校 の 学 生

では 短 大 生 で15  % -、大 学生 では 殆 ど 希望 者 は な く、 希 望 し 痙い 又 は ど ち らで もい ゝ

が97  価で あっ たＯ 中 学 生 でば 国立 の学 生 はw  %  が 制 服 を 希望 し 、 公 立 では65    価で あ

っ たＯ　　男 女 の 差 は 殆 ど み ら れ 々いo     短 大、 大学 生 にお い ては 都 市 部 の 学生 は 制服

を 希望 す る ものは 少い 傾向 で あるo    制 服 に 対 す る イ メ ー ジは 経 済 的 、 学 生 ら しい 、

質 素 次 ど の 言 葉 が多 い が 個性 の抹 殺、 情操 教 育に よ く 痙い 、 不 衛生 々 ど の表 現 も多

く 又 現 在 の 制 服に 対 す る不 満 度 も高い Ｏ

同 一 ペ ア に よ る 親子 の 意見 の相 違 につ い ては 後 日報 告す るＯ

●


